
の目的：

【主体的に学習に取り組む態度】

の目的：

【主体的に学習に取り組む態度】

知 思 態 時数

【知識及び技能】
情報セキュリティに関連する技
術が身に付いている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティに関する課題
を見出し、解決策が考えられ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
情報セキュリティについて自ら
学び、その活用に主体的かつ協
働的に取り組める。

○ ○ ○ 6

定期考査 1

B 文書作成ソフトウェア
【知識及び技能】文書作成ソフトウェアを
用いて、文書が作成できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】文書を作成
するために必要なことを自ら考え、表現で
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】自ら進んで
課題に取り組めるようにする。

・文書の作成練習
　顧客向け文書の作成
　文字変形、表作成

【知識及び技能】文書作成ソフ
トウェアで、文書が作成でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文書を作成するために必要なこ
とを自ら考え、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら進んで課題に取り組む。

○ ○

○

○ 13

工業

工業情報数理

工業の各分野における情報技術の進展と情
報の意義や役割及び数理処理の理論を理解
するとともの、関連する技術を身に付ける
ようにする。

【知識及び技能】

教科書
・

副教材

教科

工業の各分野において情報技術及び
情報手段や数理処理を活用する力の
向上を目指して自ら学び、工業の発
展に主体的かつ協働的に取り組む態
度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を
育み、よりよい社会の構築を目指し
て自ら学び、工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

【思考力、判断力、表現力  】

工業に関する課題を発見し、職業次に求め
られる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を養う。

令和４年度　年間授業計画　

教科・科目 工業   工業情報数理 単位数

対象学年・組 1学年建築科 教科担任

指導項目・内容

・情報化の進展と産業社会
・情報モラル

評価規準

【知識及び技能】
情報化の進展が産業社会に及ぼ
す影響が理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
産業社会と情報技術に関する課
題を見出し、解決策が考えられ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
産業社会と情報技術について自
ら学び、情報及び情報手段の活
用に主体的かつ協働的に取り組
める。

科目

工業の各分野について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術を身に付け
るようにする。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】

情報化の進展が産業社会に与える影響に関
する課題を発見し、工業に携わる者として
科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対
応し解決する力を養う。

田無工業高等学校

2

  AA:田中・廣瀬  AB:垣内・廣瀬

工業情報数理

よくわかる Microsoft Word 2016 &
 Microsoft Excel 2016 <改訂版>

13○ ○

２
学
期

単元の具体的な指導目標

A 情報モラル・知的財産
【知識及び技能】情報化の進展が産業社会
に及ぼす影響を理解するとともに、関連す
る技術を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
産業社会と情報技術に関する課題を見出
し、解決策を考えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
産業社会と情報技術について自ら学び、情
報及び情報手段の活用に主体的かつ協働的
に取り組めるようにする。

1
学
期

C 情報セキュリティ管理
【知識及び技能】
情報セキュリティに関連する技術を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティに関する課題を見出し、
解決策を考えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
情報セキュリティについて自ら学び、その
活用に主体的かつ協働的に取り組めるよう
にする。

・情報セキュリティの三大要素
・コンピュータ犯罪
・不正攻撃、プログラム
・ウイルス対策ソフトウェア
・暗号化技術
・認証技術
・障害対策



３
学
期

合計

【知識及び技能】プレゼンテー
ション支援ソフトウェアを用い
て、発表内容を作成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
自ら興味があることを選び、発
表内容と表現内容をまとめるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
発表に向けて、自ら進んで発表
内容をまとめることができる。

○ ○ ○

14

○ ○ 8

定期考査 70

定期考査 1

E 表計算ソフトウェア
【知識及び技能】表計算ソフトウェアを用
いて、表が作成できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】表を作成す
るために必要なことを自ら考え、表現でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】自ら進んで
課題に取り組めるようにする。

・表作成
・数式、関数の利用
・グラフの作成

G 表計算ソフトウェア
【知識及び技能】表計算ソフト
ウェアを用いて、表が作成でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
表を作成するために必要なこと
を自ら考え、表現できるる。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら進んで課題に取り組める。

○ ○ ○ 14

【知識及び技能】プログラミン
グと工業に関する事象の数理処
理について工業に関する事象の
数理処理をモデル化してシミュ
レーションを行うアルゴリズム
を踏まえて理解するとともに、
関連する技術が身に付いてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
工業の事象の数理処理のモデル
化に着目して、プログラミング
と工業に関する事象の数理処理
に関する課題を見出すとともに
解決策を考え、科学的根拠に基
づき結果を検証し改善できる。
【学びに向かう力、人間性等】
プログラミングと工業に関する
事象の数理処理について自ら学
び、情報技術の活用に主体的か
つ協働的に取り組める。

○

２
学
期

D 数理処理、アルゴリズムとプログラミン
グ
【知識及び技能】プログラミングと工業に
関する事象の数理処理について工業に関す
る事象の数理処理をモデル化してシミュ
レーションを行うアルゴリズムを踏まえて
理解するとともに、関連する技術を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】工業の事象
の数理処理のモデル化に着目して、プログ
ラミングと工業に関する事象の数理処理に
関する課題を見出すとともに解決策を考
え、科学的根拠に基づき結果を検証し改善
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】プログラミ
ングと工業に関する事象の数理処理につい
て自ら学び、情報技術の活用に主体的かつ
協働的に取り組めるようにする。

・国際単位系
・単位換算
・コンピュータを活用した数理処理
・アルゴリズム
・制御プログラミング

F プレゼンテーション支援ソフトウェア
【知識及び技能】プレゼンテーション支援
ソフトウェアを用いて、発表内容を作成で
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】自ら興味が
あることを選び、発表内容と表現内容をま
とめることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】発表に向け
て、自ら進んで発表内容をまとめることが
できるようにする。

・プレゼンテーション支援ソフトウェア
の使い方
・調査、まとめ
・発表


